
船舶事故調査報告書 

 

                                平成２３年１月６日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２２年５月２８日 １５時５０分ごろ～１８時２２分ごろの

間） 

発生場所 石川県小松市安宅
あたか

港口
こうぐち

灯台から真方位２５６°１.９海里（Ｍ）付近 

事故調査の経過  平成２２年５月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）ほか２人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者としての船長及び甲板員からの意見聴取は、両人が本事故で

死亡したため行わなかった。 

 事実情報 

 船種船名、総トン数 菊
きく

丸、６.６トン 漁船 第三

 ＩＫ２－５５０６（漁船登録番号）、個人所有  船舶番号、船舶所有者等 

 １３.０９ｍ（Lr）×３.４５ｍ×１.１０ｍ、ＦＲＰ  Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数１１０、平成６年９月２１日  機関、出力、進水等 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６７歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免 許 登 録 日 昭和５０年２月１４日 

  免許証交付日 平成２０年８月２５日 

         （平成２６年７月２３日まで有効） 

甲板員 男性 ６６歳 

 操縦免許なし 

 死傷者等 死亡 ２人（船長、甲板員） 

 損傷 なし 

 事故の経過  本船は、船長及び甲板員１人が乗り組み、ごち網漁の目的で、石川県加

賀市橋立漁港を出航し、船長が、平成２２年５月２８日１５時５０分ごろ

携帯電話で所属漁業協同組合に、１６時４０分ごろ橋立漁港に入航する旨

を連絡した。 

 

所属漁業協同組合では、本船が帰港しないので､１７時５０分ごろ、海上

保安庁に通報した。 

本船は、１８時２２分ごろ、安宅港口灯台から真方位２５６°１.９Ｍ

（石川県 梯
かけはし

川
がわ

河口の西方約２Ｍ）付近で、捜索中の僚船により、無人の

状態で発見された。 

 甲板員は、５月３０日０９時３０分ごろ、安宅沖２km 付近の海底で発見

されたが、船長は、行方不明となり、後日、死亡認定により除籍された。 

 気象・海象 気象：１６:００ 風向 北北東、風力 ３、降水量 ０ 

１７:００ 風向 北、風力 ３、降水量 ０ 

１８:００ 風向 北北東、風力 ３、降水量 ０ 
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海象：波高 不詳、海水温度 約１６℃ 

 その他の事項 本船に衝突痕などの損傷はなかった。 

 本船は、発見時、主機が中立で、網ロープが船首及び船尾から、網を揚

げるときの中ロープが左舷中央からそれぞれ出ており、船首ロープが海底

の岩に引っ掛かった状態であった。 

甲板員は、発見時、救命胴衣を着用していなかった。 

 乗組員２人の携帯電話が船内で、また、本船の発見場所付近の海底で白

い長靴が見つかった。 

 本船の魚倉には、たいとかわはぎが入った７～８個の箱があり、網にす

ずきが１尾かかっていた。 

 本船は、小型兼用船で、遊漁船業の登録もしており、旅客定員等は１３

人で、発見時、船尾倉庫に救命胴衣が１３個備えられていた。 

魚市場での競りは、１８時３０分ごろから開始されることになってい

た。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

不明 

 船長は、行方不明となり、後日、死亡と認定さ

れた。 

 甲板員の死因は、溺死であった。 

本船は、５月２８日１５時５０分ごろ、船長が

帰港の予定時刻を所属漁業協同組合に連絡したの

ち、１８時２２分ごろ梯川河口の西方沖におい

て、漁具が海中に投入された無人の状態で発見さ

れたことから、この間において、船長及び甲板員

が落水したものと考えられるが、落水した状況を

明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が梯川河口の西方沖でごち網漁を操業中、船長及び甲板

員が落水したことにより発生したものと考えられる。 

 




